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井 澤 有 紀

坂 根 亜 由 子

藤 野 修 司

横 山 愛 子

谷 村 幸 亮

M.D.- Ph .D. コ ー ス を修了 し て

医学科 5 年 井 澤 有 紀
(M.D.-Ph.D. コース修了）

M.D.-Ph.D. コースの第 1 期生として大学院博士課
程に進学し， あっという間に 3 年間が過 ぎました。
本年 3 月無事学位取得• 修了となり， 現在は 5 年生
に 戻り， 新しい同級生と一 緒 に 臨床実習を受けてい
ます。 今回， 改めて 3 年間の大学院生活を振り返っ
てみました。

私のホ ー ムであった情報伝達薬理学教室では 玉置
教授提唱の 『楽し く 研究」 をモッ ト ー に ， 多 く の学
生が 自 由 に研究生活を送っています。 私もこの 3 年
間， 自 由で楽しい毎 日を過 ごさせていただきました。

教室のみんなでキ ャ ンプ

薫薫羹薫薫薫薫霙薫薫鸞薫薫薫麗薫羹薫薦薫

1 年 目 ••• 朝早 く から夜遅 く までひたすら実験を
していました。 何しろ初めてのことばかり。 知識も
ないままがむし ゃ ら に行って， 無駄に失敗を繰り返
していた頃です。

2 年 目 ・ ・ ・ いろいろな学会 に参加し， 日本各地の
美味しいものと出会いました。 北は北海道， 南 は宮
崎， そして海外まで。。。 学会の合間を縫って名所を
訪ね， 更 に 海の幸 • 山の幸など ご当地グル メ を楽し
みました。 頻繁 に学会に顔を出していたおかげで学
外の先生方 に 顔と名前を認識していただけるように
もなり， ご指導を賜ることができました。 このよう
に他大学• 他学部の先生方と知り合うことができ，
全国の著名な先生方の講演を聞 く 機会 に 多 く 恵まれ
たのは， やはり大学院 に所属していたからこそと思
います。 最初のうちは他研究者の発表などさっばり
理解できませんでしたが， 分からないまま聞き続け
ているうち， なんとな く 内容を理解できるようにな
り， また 自 分なり に結果を解釈することができるよ
う になってきました。

3 年 目 ・・・ なんとか論文も形 に なり， 余裕が出て
きたため蔵本地区大学院生が情報交換をするための
メ ー リ ング リ ス ト を立ち上げてみました。 医学研究
科のみならず， 栄養• 薬学 ・ 歯学・ ゲ ノ ム ・ 酵素研
といった各分野の大学院生たちが登録し， 花見など
のイベン ト を通じて交流を深めました。 ・・・ と は
言ってもこの メ ー リ ング リ ス ト ， 現在立ち消え状態
になってしまい， まった ＜ 稼動しておりません。 誰
か引き継いで管理して く れる方を募集しております。
継続 ・ 有効活用できなかったことが 3 年間の心残り

の 一 つでもあります ま か T.._ , okush1ma 

Bioscience Retreat で は 同じよう に 研究 に
励んでいる他分野の院生の発表を聞きま
した。医学部の薬理で学んでいるだけでは
気付けない， 私とは異なった着 眼点や仮説
に対するア プロ ー チ方法を持っている人
がこんな身近にいることを知り， 大変刺激
を受けました。 そんな強豪ばかりの中，
ラッ キ ー なこと に 勢いだけで優秀発表賞
をいただき初の国際学会参加を果たすこ
とができました ！

M.0.- Ph.D. コ ー ス を 選択 し て 良か っ た点
は ， 玉置先生や吉栖先生とた く さんお酒を
飲んで， 美味しいものを食べることができ
た点です。3 年間を振り返ると思わず飲み
会や旅行の想い出ばかりが蘇ってきます。
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日本酒や焼酎や ワ インの美味しさを， 研究
以上に （ ！ ） 丁寧に教えて下さいました。

二つ 目 はやはり医学研究の基礎がいか
なるものかを集中して学ぶことができた
点です。

① どのように情報収集するか
② 実 験 を う まく進めていくために

は ？ ト ラブル シュ ー テ ィ ングをど
うするか

③ デー タをどのように解釈するか
④ 人に分かりやすく デ ー タや考えを

伝えるためには， どうまとめ， 流れ
を構築するか

⑤ プ レ ゼン テ ー ションに必要なこと
は ？

⑥ 論文はどう書くのか
⑦ 仮説はどのように立てるのか などなど。0 0

全く無知な私に上記に挙げるような研究の ノ ウ ハ ウ
を， 吉栖先生中心に薬理の先生方が根気 強く丁寧に
指導してくださいました。“学生” という立場は， 物
事を学ぶには便利だな ぁ と実感します。 しばらく碁
礎研究からは離れますが， 将来再び医学研究に携
わったときに必ず役立つことと思います。

また， 何よりの収穫は前述の通り“出会い” です。私
は元来環境や人に影響されやすく， この 3 年間で形
成された私の行動や思考の基準及び 目 標 は， まさし
く玉置先生， 吉栖先生， 土屋先生を始めとするお世
話になった学内外の多くの先生方や， 長い時間を共
にした仲間たちに基づいています。 むしろ私の体そ
のものが， これまで出会ってきた多くの人のエキス
で作られているんじ ゃ ないかとさえ思えてきます。

臨床実 習 に 戻 っ てみて知識の面では改めて勉 強し
直さなければならないところも多いですが， やはり
大学院で学んだ “論理的思考” は， 臨床医学の場で
も大変役に立っていると感じます。 今は ま だ概要を
知り知識を蓄えるための実習 ですが， 実際医師に
なって 自 分の判断で臨床を行う際には， 客観的に物
事を捉え必要な情報を選択し， 更にそれを論理的に
考察し分かりやすくまとめる， といった研究の手法
はますます有用になってくるのではないでし ょ うか。

学部生の皆さん， M.D. - Ph.D. コース進学には少し
ばかり壁もあるでし ょ うが， 是非一度選択肢の一つ
として考えてみて下さい。 今私はこの道を選択した
ことにとても満足しています。 そして今後， この 3

学会で金沢へ

年間の経験を活かし益々チ ャ レン ジしていく予定で
す。 きっと皆さんもこの コー スを選んで後悔するこ
とはないはずです。

また， 青藍会の皆様には M.D. - Ph.D. コース進学に
際し多大な ご支援を頂き， 誠にありがとう ご ざいま
した。 ようやく元の道に戻り， 次は臨床医になるこ
とを 目 指して頑張っております。 これからも様々な
場面でお世話になることがあるかと思いますが， ご
支援ご指導の程宜しくお願いいたします。

最後になりましたが， 我儘放題の私を 3 年間根気
強く ご指導いただきました， 薬理学教室の玉置教授，
吉栖先生に厚く御 礼申し上げます。

3 年 間 の苦難の末 に得た も の

医学科 5 年 坂 根 亜由子
(MD-PhD コース修了）

今回， MD-PhD コースでの 3 年間の思い出をとい
う原稿依頼を玉置先生からいただきました。 玉置先
生の考えておられる趣 旨からはずれているかもしれ
ませんが， あらためて私のこの 3 年間を振り返り，
それを一言で表現するならば 「苦難」 が当てはまる
のではないかと思います。

私はこの コースに入学する以前の医学科の 2 年次
から佐々木先生の教室 （分子病態学分野 ： 旧生化学）
で実験に参加させてもらっていましたが， その当時
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Rab3 GTPase-activating protein regulates 
synaptic t『ansmission and plasticity 
through the inactivation of Rab3 
Ayuko Sakane•, Shlnjl Manabe*, Hlrayoshl lshlukl', Miki T● naka-Okamoto', Eml Klyokage•, Kazunori Toida•, 
Tak町ukl Yoshld●’・ Jun Miyoshi', Haruyukl Kamiya•、 Yoshiml Tak●11, and Takuya Sasakl•I 

ョ 匹ortmen!S ol '8如emlstry _, 'Ana匹y-, Cell Biology. lnttituto of匹lth Biosdc心， Unlvon町 ofTok呻匹Graduate紐迅 Toku匹i叩
no.aS03, 厨叩 'Do芦tmenl of 誡枷山r 伽匹y. O..k● 枷dicol , ...... fo, ,_ •nd Ce, 血m紅曲、細心... o. 山 S31-8S1I, 岬虹心一of Mo如“ 血...... 血咄 心kk●ido Uni .. 咄yGtaduAto 如四 of Modiclne. S.ppG<o 闘”直 ,.,,圧 ond IO<po,tmtnt 
of 闘叫., Bi幽SW -, I凶畑蜘y. 磁• Un暉曲 ＆血遍•• School of 心l伽/F畠culty of M砒l心 紐a '6S如l, J叩n

fd;,ec1 切 Thomls C. SOdhof、 Univeni<y of T●心I Sout-t<n Mod心I C.nte<, 0., 屹 双 •叫 •叩<Md M●y 13, 2006(, ●c面d fo, revl畑
加'*Y n, 碑）

R● b3A small G pr゜曰n ls 曇 men心r ofthe R心 f●mlly and is m函 swtcs, G/\P iむxpccl叫 10四rve ,s a tinier to detcm1inc t比 timing
ゅvnd砥 In 如 br細n, where it is lo<aliatd on synaptic vosldes. of t恥 tcrmim1tion of Rab 「uncli011. 0<:notic studies in you.st, 
£vldtnee Is a«um山ting 血t llab3A p切• • いy roi. in 匹ro- 応,...,. dcm1Jnstrated that GAP and GTP hydrolysis ate not 
tr● nsmittor•• 如匹and synaptic plntklty. R● b3A eye臼between ne<-cs."'ry for the functi叩 of Rab prOleins in budding ye母
如 GDP-bollnd lnactlva and GTP-bound ac血• forms, and this allhouゆ th= Rab proaoin• nre essential for sc.-rction (12). In 
心呵●mェ血切 1,-iat●d whh the traf血lngcy山ofsyna他 contrn.<1, Roh GAP-5, • GAP for RuhS. was rcoonlly 曲l\VO to 
四心at narve tannfmlh. Rabl GTP--紅llv.atlng prot血 (GAP) regulate cndocytic Iran平lfl throu炉 the in匹ivation o『 Rah5 ( 13) 
1tlmulates tha GTPIH act! 噴yofR●b3A and is ●叩“い』 to d●ter· 'f'h1LS, tlie 沌nificancc of Rllb GAP has not )'Ct bccn cstab呻ed.
min● the timing of tha dluoclatl°" of虹b3A from ,y,,.ptlcv●● ides, Rab3 GAP, which iぃ炉cific for the Rab3 sub伽nily, consists 
which may ba coupled with syMpllc ve>ld● ● •ocyto屯 llab3 GAP of two subunits: the catnlytic subunit p 131) and the noncutalytic 
eon出IS ol t,M, 山bun底 the "'りlytic 叫unit p130 and 血 subunit pl50 ( 14, IS). R曲3 OAP ill ubiquitously cxprcs記d and 
no心qlytlc subunit pt so. Reantly, muta血ns In p130-rafound cnr油叫 in the ● ynaptic 叫ublc fraction of brain ( 16). Thl, 
tocaロe w曇心"ll Micro syndrome wi由口V●ramentlll retan伍Ion. obscrv:u ion su邸<'SIS I hat Rab3 GAP inat·tivatcs Rab3A in nerve 
Here. ー 如…四 pt印如心nt咄＂心 found 如 如 GT!'- 1crmin•ls •nd the砂y rcguhucs neurotrunsmillcr rclc地 and
bow,d 伍m of Rab払 にcumulated In the brain, loss 。I p130 In oynaptic plas1icily. C-Onsistcnl with this prwiclion, mutations in 
m匹 心ulted In Inhibition of ca• ●土匹ndent gkrtam・紐 relNM p/30 have recently been report叫 to cause Warburg Mic『O
from cwabrotottlul synapt゜ー andalt●9● d short-term plas也 syndrome wi1h severe mental retardation (.1 7). 
如 In •h• hi"""ヽ●M• ● I rA1 •-'"" ,..,.,. D•� ● C●● _,.,.... ... . .  ,.�, .. .... _,.,_, .. , ... , ... -·· . ヽ m、ふ• " •  n .... ··-·-· •、9

苦労 し て通 っ た学位論文です

は 自 分が研究の道に足を踏み入れようと
は夢にも思ってはいませんでした。その頃
は， 初めて見る研究室の空気がとても新鮮
で， SDS - PAGE や Western blot などの手
技を教えてもらい， 実験をするということ
がただただ楽しかったことを覚えていま
す。 当然， 毎 日の学部の講義を終えてから
実験を始めると 0 時をまわり， 翌朝は8 時
3 0から講義という こ ともめずらしくあり

ませんでしたが， 妙な充実感を感じていた
ものです。

になったそのプ ロ ジ ェ ク ト は， ノ ックア ウ
ト マ ウスの解析で， その流れは佐々木先生

が師 匠である大阪大学の高井 先生の教室
にお られる時から続いている歴 史のある
ものでしたが， 当然簡単に上手くいくはず
もなく， マ ウスの世話からマ ウ スを用いた
実験等， 今までやったことのないことばか
りで悪戦苦 闘の毎 日が待っていました。難
題に突き当たっては， あー でもない， こ 一

でもないと考えつく限り， 出来得るすべて
を尽くして試行錯誤してきましたが， 最終
的にはその十分の一 ほども報われること
はありませんでした。 他人からみれば， ほ
とんど無駄と思えることをあきれる ほど
がむし ゃ らにやってきたことになるわけ

失語 ・ :

MD - PhD コースに入学後は （これも予
定外のことでしたが） ， 学生時代にあった
講義や実習の全くない， 朝から晩まで完全
に研究に没頭できる最高の環境と思いき
や， 様々な試練が次から次へと怒涛のごと

私た ち の仕事が認め られて， 日 本語の総説 も書かせて いただき ま した

く押し寄せてきました。 それが実験ではなく研究を なのですが， 今ではその無駄の積み重ねこそが重要
するということなのだと痛感しました。 それでも，
何とか打破できないかと思案し， 早朝から深夜まで
時には明け方まで実験したりして必死にあがいてい
ましたが， 何のために 自 分はこんなことをしている
のだろう ？ 他の人はもっと楽しくやっているじ ゃ な
いか ？ 研究の道に入ったことは間違いではないか ？
と悩んだり， もうやめてやる ！ と憤ったことも幾度
もありました。

私が学位論文となった仕事に出会ったのは， そん
な時でした。 もう， すでにいくつかのプ ロ ジ ェ ク ト
をもっていましたが， いずれも上手くいってお らず，
今から思えばよくその仕事をやる気持 ち になったも
のだと思うくらいです。 私が新たに引き受けること

で， その上に ゴー ルがあるのかもしれないとさえ思
えます。 また， この 仕事は私 一人の力だけではなく，
多くの 先生方に助けていただいたからこそ成し遂げ
られたものです。 この時の他分野の先生方と接する
機会が得られたという経験は， 今まで私にとって未
知であった分野に踏み出すきっかけとなり， 研究を
進めていく上で一点からのみではなく広く多方面か
ら物事をとらえていくことを学びました。 そのよう
な中で， 学部生の頃に感じていたものとは全く異な
る， ひとつの仕事を成し遂げるという充実感や感動
を味わうことができました。 これこそ研究の醍醐味
であり， この時のために今までがんばってきたのだ
なと実感しました。 そして， 今ではそれがこれから
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新 し い実験室で撮 っ た記念写真です。 師匠 と 私です。

ももっとがんばりたいと思：えるような原動力 と なっ
ています。

この 3 年間 は 決して平坦な道のりではなく苦しい
ことばかりでしたが， 最後には大きな喜びもあり，
ひとつの仕事を通して私なりに成長を遂げることが
できたのではないかと思っています。 また， 最近で
は学内・外の先生方がこの仕事に関してお言葉をか
けてくださることが， これからももっともっと良い
仕事をしていかなければという励みになっておりま
す。 今後， どのような道に進むことになったとして
も ， この MD-PhD コー スでの 3 年間の経 験 は 私に
とって大きな財産であり， 私を支え， 助けてくれる
ことと思います。

私 はこの 4 月から医学部 5 年に復学し， 現在， 臨
床実習中です。 以前よりもさらに忙しく， 実習終了
後や土 日などの休 日にしか時間をとることができま
せんが， 相変わらず研究をしています。 今までやっ
てきて上手くいっていないいくつかの仕事， 続きと
して新たに派生してきた仕事等を何とか•ゴー ルまで
もっていくことが次の 目 標です。 しかし， そのため
には新しいことをたくさん学んでいく必要があり，
現在奮 闘中です。 これも長く険しい道のりになりそ
うですが， 焦らず辛抱強く臨床実習 ， 研究ともにが
むし ゃ らにがんばっていきたいと考えています。

私 は MD - PhD コースに入学当初， 期限を 4 年間に
延長してでも 自 分が納得するまでとことん研究した
いと思っていましたが， この学位論文となった仕事
が一段 落し， 論文という形になった時点で MD-PhD

コ ー スでの 3 年間に ひとつの区切りをつ
けたいと考えました。 その際に は ， 曽根先
生， 松本先生， 安友先生をはじめとする先
生方が私のわがままをご理解くださり， ご
支援してくださったことで無事に卒業す
ることができました （論文も PNAS にア ク
セ プ ト となりました） 。 また， 松本先生に
は COE 大学院研究員として採用していた
だき， 青藍会には入学時にご支援いただき
ましたので， 経済的に心配することなく研
究に専念することができました。最後にな
りましたが， この場をお借りして厚く御礼
申し上げます。 もちろん， 私の研究を始め
るきっかけでもあり， 私を学部生の頃から
怒鳴り続けてここまで育ててくれた， また，
私と同様に， もしかしたらそれ以上にこの

3 年間がむし ゃ らに走り続けた師にも敬意と謝意を
表したいと思います。
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